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近
代
熊
本
と
キ
リ
ス
ト
教
（７
） 

  
 

 
熊
本
洋
学
校
後
の
近
代
学
校
教
育
（
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

四 

県
立
熊
本
中
学
校
の
廃
校 

 

九
州
改
進
党
系
の
大
江
義
塾
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
紫
溟
会
系
の
済
々

黌
が
ま
す
ま
す
勢
力
を
拡
大
し
た
。
自
由
民
権
運
動
が
低
迷
す
る
な
か

紫
溟
会
は
政
党
組
織
を
維
持
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
一
八
八
四
（
明

治
一
七
）
年
三
月
、
学
会
組
織
紫
溟
学
会
に
改
組
し
、
一
カ
月
後
の
県

会
議
員
改
選
で
県
政
界
の
指
導
権
を
掌
握
し
た
。
一
八
八
七
（
明
治
二

〇
）
年
一
〇
月
、
紫
溟
会
は
教
育
機
関
済
々
黌
を
官
立
学
校
と
同
等
に

昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

（
１
）

、
同
年
一
二
月
の
定
例
県
会
で
、
県
下
唯

一
の
公
立
中
学
校
で
あ
っ
た
県
立
熊
本
中
学
校
の
二
一
年
度
予
算
案

を
否
決
し
た
。
そ
の
た
め
県
立
熊
本
中
学
校
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二

一
）
年
三
月
政
争
の
犠
牲
に
な
っ
て
廃
校
と
な
っ
た
。 

 

民
権
派
の
『
熊
本
新
聞
』
明
治
二
〇
年
一
二
月
一
四
日
号
の
「
中
学

校
費
否
決
せ
ら
る

（
２
）

」
で
は
、
予
算
案
の
否
決
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な 

糾
弾
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

藤
本 

誠 

 

「
…
教
育
の
大
切
な
る
こ
と
は
嘖
々

さ
く
さ
く

と
し
て
口
に
絶
へ
ざ
る
傍
ら

に
、
一
県
下
に
は
最
早
取
り
換
へ
も
な
き
尋
常
中
学
校
に
要
す
る
費
目

は
、
何
故
に
否
決
さ
れ
た
る
や
。
思
ふ
に
之
れ
に
代
る
も
の
は
別
に
学

科
備
は
り
た
る
私
立
学
校
あ
り
て
存
す
と
の
意
に
外
な
ら
ざ
ら
ん
乎
。

果
し
て
此
の
点
の
み
に
出
づ
る
あ
ら
ば
、
余
輩
は
之
れ
に
賛
成
を
表
す

る
能
は
ざ
る
な
り
。
蓋
し
県
下
の
私
立
学
校
は
元
来
党
派
の
中
に
成
立

ち
た
る
も
の
多
く
し
て
、
其
の
整
備
し
た
る
私
立
学
校
程
党
派
よ
り
成

り
立
ち
た
る
も
の
な
り
。
本
来
普
通
教
育
を
目
的
と
し
て
起
こ
し
た
る

も
の
は
殆
ん
ど
稀
れ
な
り
。
去
れ
ば
今
日
に
当
り
県
立
の
尋
常
中
学
校

を
廃
す
る
と
き
は
、
整
備
し
た
る
私
立
学
校
を
有
せ
ざ
る
党
派
の
人
は

固
よ
り
、
敢
へ
て
党
派
に
入
る
を
好
ま
ざ
る
人
は
将
た
何
れ
の
処
に
其

の
子
弟
の
教
育
を
受
け
し
め
ん
乎
。
若
し
夫
れ
目
的
の
一
私
立
学
校
に

し
て
、
党
派
の
定
論
を
以
つ
て
教
授
す
る
こ
と
な
く
、
殊
に
学
校
を
挙

げ
て
、
公
け
即
ち
地
方
庁
の
管
理
に
帰
す
る
程
の
無
私
な
る
処
置
あ
ら
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し
め
ば
可
な
ら
ん
も
、
然
ら
ざ
る
以
上
は
一
般
公
衆
は
公
立
の
尋
常
中

学
校
あ
る
を
好
望
す
る
な
る
べ
し
。
今
ま
此
の
尋
常
中
学
校
費
を
否
決

し
た
る
は
、
尤
も
整
備
し
た
る
私
立
学
校
を
有
せ
る
党
派
の
人
の
多
数

を
占
め
た
る
県
会
な
る
こ
と
は
、
世
人
の
直
ち
に
感
覚
す
る
処
ろ
な
り
。

…
」 

 

県
立
熊
本
中
学
校
は
、
学
制
に
基
づ
く
近
代
的
中
学
校
と
し
て
一
八

七
六
（
明
治
九
）
年
五
月
、
熊
本
千
葉
城
址
に
設
立
さ
れ
、
熊
本
洋
学

校
を
七
五
年
に
卒
業
し
た
小
崎
弘
道
が
教
え
た
。
実
質
的
に
は
「
熊
本

洋
学
校
の
学
科

や
校
則
を
大
半

採
用
し
て
成
立

し
た
も
の

（
３
）

」
で
、

熊
本
洋
学
校
の

延
長
と
言
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。

西
南
戦
争
の
た

め

一

八

七

七

（
明
治
一
〇
）
年
二
月
廃
止
さ
れ
た
が
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年

九
月
藪
之
内
の
新
校
舎
に
移
転
し
て
再
開
校
し
た

（
４
）

。 

 

「
熊
本
中
学
校
規
則

（
５
）

」
の
「
総
則
」
に
は
、
「
中
学
ヲ
分
テ
初
等
高

等
ノ
二
ト
」（
第
二
条
）
し
、「
初
等
中
学
科
卒
業
ノ
者
ハ
高
等
中
学
科

ハ
勿
論
師
範
学
科
及
諸
専
門
学
科
等
ヲ
修
メ
又
ハ
大
学
予
備
門
本
校

ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
三
条
）、「
高
等
中
学
科
卒
業
ノ
者
ハ
大
学
科
及

高
等
ノ
専
門
学
科
等
ヲ
修
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
第
四
条
）
と
し
て
い
る
。

文
部
省
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
七
月
、
「
中
学
校
教
則
大
綱

（
６
）

」

（
明
治
一
四
年
七
月
二
九
日
文
部
省
達
第
二
八
号
）
を
公
布
し
て
中
学

校
の
制
度
上
の
性
格
と
教
育
内
容
を
明
確
化
し
た
が
、
こ
の
「
熊
本
中

学
校
規
則
」
は
そ
れ
に
則
っ
て
い
る
。「
第
五
条 

初
等
中
学
科
ハ
修
身
、

和
漢
文
、
英
語
、
算
術
、
代
数
、
幾
何
、
地
理
、
歴
史
、
生
理
、
動
物
、

植
物
、
物
理
、
化
学
、
経
済
、
簿
記
、
習
字
、
図
画
、
唱
歌
及
体
操
ト

ス
」
と
、「
第
六
条 

高
等
中
学
科
ハ
初
等
中
学
科
ノ
修
身
、
和
漢
文
、

英
語
、
簿
記
、
図
画
、
唱
歌
及
体
操
ノ
続
キ
ニ
三
角
法
、
金
石
、
本
邦

法
令
ヲ
加
ヘ
又
更
ニ
物
理
、
化
学
ヲ
授
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
」
は
、「
中
学
校

教
則
大
綱
」
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
県
立
熊

本
中
学
校
は
、
明
治
期
に
成
立
し
た
近
代
教
育
制
度
に
則
っ
て
設
立
さ

れ
た
県
下
最
初
の
公
立
中
学
校
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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し
か
し
『
熊
本
英
学
史
』
の
花
立
三
郎
の
論
考

（
７
）

に
よ
る
と
、
教
科
書

は
全
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
、
普
通
学
は
全
て
英
語
で
や
っ
た
と

い
う
赤
星
典
太
の
回
顧
談
や
、
熊
本
洋
学
校
出
身
の
余
田

よ

で

ん

司
馬
人

し

ま

と

と
福

島
綱
雄
が
英
語
や
数
学
を
教
え
た
こ
と
か
ら
、「
当
時
の
熊
本
中
学
校
は
、

学
校
の
雰
囲
気
が
熊
本
洋
学
校
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て

（
７
）

」
お
り
、「
広

取
学
校
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
相
当
に
英
学
濃
厚
な
県
立
中
学

校
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

（
７
）

」
で
き
る
。 

 

こ
う
し
た
事
情
か
ら
も
、
県
立
熊
本
中
学
校
は
紫
溟
会
に
と
っ
て
鼻

持
ち
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

  

五 

キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
・
私
立
「
熊
本
英
学
校
」 

 

熊
本
英
学
校
で
学
び
、
イ
ギ
リ
ス
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
医
学
部
を
卒

業
後
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
し
た
福
田
令
寿

よ
し
の
ぶ

（
（
８
）

通
称
・
れ
い
じ
ゅ
）
氏
の
回
顧
談
が
残
っ
て
い
る
。
明
治
維
新
以
来
近

代
百
年
の
日
本
の
歩
み
を
知
る
上
で
も
、
維
新
の
開
明
思
想
家
・
横
井

小
楠
の
学
問
の
系
譜
を
引
く
最
後
の
一
人

（
８
）

で
あ
る
福
田
令
寿
氏
の
『
百

年
史
の
証
言

（
９
）

』
は
貴
重
な
記
録
と
い
え
る
。 

 

そ
の
中
で
福
田
氏
は
、
熊
本
英
学
校
創
設
の
経
緯
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。 

 

「
明
治
十
九
年
に
徳
富
蘇
峰
の
大
江
義
塾
が
閉
鎖
さ
れ
、
蘇
峰
さ
ん

が
上
京
し
て
し
ま
う
と
、
熊
本
に
は
進
歩
主
義
の
教
育
を
ほ
ど
こ
す
と

こ
ろ
は
、
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

一
方
に
は
清
清

マ

マ

黌
が
あ
っ
て
、
盛
ん
に
や
っ
て
い
る
が
、
進
歩
派
の

子
弟
の
学
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
必
ず
し
も
全
く
同
じ
主
義
主

張
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
口
に
言
え
ば
進
歩
主
義
の

人
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
、
蘇
峰
さ
ん
に
教
え
を
受
け

た
大
江
義
塾
の
残
党
た
ち
と
、
藤
崎
宮
電
停
前
の
西
南
の
か
ど
に
あ
っ

た
、
組
合
教
会
の
講
習
所
（
後
の
草
葉
町
教
会
で
す
）
に
た
む
ろ
し
て

お
っ
た
信
徒
た
ち
と
が
相
談
し
合
い
、
協
力
し
て
、
英
語
の
塾
を
開
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

 

教
会
の
伝
道
師
で
、
同
志
社
出
身
の
奥お

く

亀
太
郎

（10

）

を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
、

熊
本
英
学
会
と
い
う
名
で
、
私
立
学
校
の
卵
の
よ
う
な
学
校
を
始
め
ま

し
た
。 

 
中
心
に
な
っ
て
世
話
を
し
た
の
は
、
田
浦
の
井
上
友
次
郎
、
檜
前
（
ひ

の
く
ま
）
捨
次
郎
、
鹿
本
の
医
学
生
泉
田
謙
太
郎
、
鏡
出
身
の
医
学
生

緒
方
俊
彦
、
そ
れ
か
ら
後
に
『
逆
境
の
恩
寵
』
と
い
う
長
期
ベ
ス
ト
セ
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ラ
ー
を
書
い
た
徳
永
規
矩
な

（1
1

）

ど
の
き
わ
め
て
有
力
な
信
者
た
ち
で
し

た
。
大
体
村
の
富
豪
と

い
っ
た
階
層
の
人
た
ち

で
す
ね
。 

 

は
っ
き
り
と
教
会
の

一
機
関
と
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
宣
伝
に
努
め
る

と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、

設
立
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
教
会

関
係
の
人
が
主
と
な
っ

て
始
め
た
塾
で
す
し
、
生

徒
も
大
多
数
は
教
会
に

出
入
り
し
て
お
り
ま
し

た
か
ら
、自
然
と
キ
リ
ス

ト
教
的
な
気
分
が
あ
っ

た
に
違
い
ご
ざ
り
ま
せ

ん
。
自
ら
も
ヤ
ソ
学
校
と
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い
う
こ
と
を
も
っ
て
任
じ
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
を
や
る
と
い
う

こ
と
は
、
最
初
か
ら
い
っ
て
お
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

や
が
て
、
少
し
は
生
徒
も
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
江
村
の
竹
林
の

中
に
あ
る
大
き
な
農
家
を
借
り
て
、
学
校
を
始
め
ま
し
た
。」 

 

熊
本
英
語
学
会
は
一
八
八
七
（
明
治
20
）
年
六
月
一
一
日
、
会
長
に

草
葉
町
教
会
牧
師
・
奥
亀
太
郎
、
幹
事
に
德
永
規
矩
、
浜
田
康
喜
が
就

任
し
、
開
会
式
を
挙
行
し
た

（1
2

）

。
こ
の
熊
本
英
学
会
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義

の
私
立
学
校
「
熊
本
英
学
校
」
に
発
展
し
、
翌
明
治
二
一
年
四
月
二
〇

日
熊
本
区
西
外
坪
井
町
一
〇
六
番
地
に
設
立
さ
れ
た

（13

）

。
同
年
夏
に
は
、

「
九
品
寺
の
今
の
熊
本
市
電
車
庫
の
と
こ
ろ

（14
）

」
に
新
校
舎
が
で
き
移
転

し
た
。
九
州
学
院
の
現
・
正
門
を
出
た
す
ぐ
右
隣
り
の
場
所
で
あ
る
。 

も
と
も
と
寄
宿
舎
と
し
て
建
て
、
そ
の
一
部
を
教
室
と
し
て
使
用
、
翌

二
二
年
に
は
二
階
建
て
の
講
堂
・
教
室
が
建
っ
た

（14

）

。 

教
養
の
目
的
に
、
「
正
則
英
語
ヲ
以
テ
普
通
学
科
ヲ
教
授
シ
旁
ラ
普

通
和
漢
文
ヲ
授
ケ
後
来
各
専
門
学
科
ヲ
修
習
シ
得
ル
ノ
資
格
ヲ
養
成

セ
シ
ム

（1
3

）

」
と
あ
る
よ
う
に
、
英
語
を
本
体
と
し
て
普
通
教
科
を
副
と
し

て
い
た
。
明
治
二
五
年
八
月
の
「
教
科
の
要
領

（14

）

」
に
は
、
「
一 

英
語

科
は
専
ら
会
話
、
作
文
の
実
力
を
習
得
せ
し
む
る
者
と
す
。
／
一 

修

辞
、
論
理
、
天
文
、
哲
学
、
心
理
、
道
義
、
社
会
、
政
治
、
経
済
、
地

理
、
動
物
、
植
物
、
化
学
、
生
理
、
地
質
、
物
理
等
の
各
科
は
、
原
書

又
は
訳
書
を
用
ひ
て
教
授
し
、
理
化
学
の
如
き
は
多
く
は
実
験
に
由
り
、

以
て
普
通
学
の
完
備
を
期
す
。
／
一 

数
学
は
算
術
、
代
数
よ
り
、
幾

何
、
三
角
術
、
解
析
幾
何
に
至
る
。
／
一 

歴
史
科
は
、
日
本
、
支
那

の
二
史
を
邦
語
に
て
教
授
し
、
英
国
史
及
欧
米
各
邦
の
歴
史
を
英
書
に

て
教
授
す
」
と
あ
る
。
必
要
な
も
の
の
み
を
日
本
語
で
行
い
、
他
は
原

書
を
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

福
田
令
寿
氏
に
よ
れ
ば
、
「
教
科
書
は
ま
と
め
て
丸
善
あ
た
り
へ
注

文
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
て
お
り

（15

）

」
、
学
科
は
全
部
（
数
学

や
理
科
な
ど
も
）
英

語
の
教
科
書
で
英

語
で
や
る
も
の
だ

か
ら
、
生
徒
た
ち
は

予
習
・
復
習
が
大
変

で
、
「
辞
書
と
首
っ

ぴ
き
で
一
日
に
何

百
語
と
い
う
単
語
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を
く
っ
て
、
訳
を
つ
け
る

（1
5

）

」
の
に
苦
労
し
た
。
学
科
習
得
の
方
法
は
熊

本
洋
学
校
の
ス
タ
イ
ル
に
倣
っ
て
お
り
、
毎
日
が
試
験
で
あ
っ
た
。
初

代
校
長
が
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
愛
弟
子
・
海
老
名
弾
正
で
あ
る
う
え
、
同
志

社
出
身
の
教
師
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
て
ア
メ
リ
カ
式
で
あ
っ

た
。 

 

一
八
八
七
（
明

治
二
〇
）
年
九
月
、

そ
の
海
老
名
弾
正

が
初
代
校
長
と
し

て
や
っ
て
来
た
。

東
京
で
伝
道
し
て

い
た
本
郷
湯
島
の

講
義
所
（
本
郷
教

会
の
前
身
）
を
横

井
時
雄
（
小
楠
の
遺
児
）
に
譲
り
、
赴
任
し
た
の
で
あ
る
。
英
学
校
の

教
師
の
一
員
と
な
っ
た
徳
富
健
次
郎
（
蘆
花
）
は
、
海
老
名
弾
正
の
来

熊
を
『
竹
崎
順
子
』（
大
正
一
二
年
四
月
二
一
日
発
行
、
福
永
書
店
）
で
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

「
明
治
二
十
年
九
月
海
老
名
彈
正
夫
妻
の
熊
本
來
住
は
、
肥
後
の
耶

蘇
教
復
興
の
烽
火

の

ろ

し

で
あ
り
ま
し
た
。
十
四
五
年
前
熊
本
の
洋
學
校
生
と

し
て
ゼ
エ
ン
ス
か
ら
耶
蘇
を
吹
き
込
ま
れ
た
海
老
名
は
、
何
よ
り
も
先

づ
青
年
を
眼
ざ
し
ま
し
た
。
德
永
規
矩
等
が
創は

じ

め
た
熊
本
英
語
學
會
に

魂
が
入
り
ま
す
。
ば
ら
ば
ら
に
居
た
有
志
者
の
氣
が
揃
ひ
ま
す
。
昔
の

演
武
塲
に
早
速
建
築
が
始
め
ら
れ
、
海
老
名
が
來
て
一
年
目
の
明
治
廿

一
年
九
月
に
は
、
熊
本
英
語
學
會
は
熊
本
英
學
校
と
改
名
し
て
郊
外
の

新
し
い
校
舍
に
移
り
ま
し
た
。
川
田
重
雄
（
今
、
澤
村
）、
濱
田
康
喜
、

渡
瀨
常
吉
、
同
志
社
出
の
村
田
勤
、
そ
れ
か
ら
謹
愼
中
の
德
富
健
次
郎

（16

）

等
が
、
教
授
や
事
務
を
助
け
、
宣
教
師
も
手
傳
ひ
ま
す
。
順
子
の
孫
の

竹
崎
八
十
雄
、
後
に
順
子
の
後
を
承う

け
て
熊
本
女
學
校
を
十
七
年
間

擔
當

た
ん
た
う

し
た
福
田
令
壽
な
ど
も
其
生
徒
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
神
風
連
は

も
う
昔
の
事
で
し
た
が
、
舊
學
校
派
と
坪
井
實
學
の
聯
合
し
た
所
謂
國

權
黨
は
耶
蘇
教
を
好
み
ま
せ
ん
。
其
教
育
機
關
で
あ
る
濟
濟
黌
は
、
昔

德
富
の
大
江
義
塾
に
石
を
投
げ
た
り
し
て
迫
害
を
加
へ
ま
し
た
が
、
熊

本
英
學
校
も
直
ち
に
睨に

ら

ま
れ
ま
し
た
。
草
葉
町
の
教
會
で
説
教
最
中

さ

な

か

に
、

ソ
レ
敵
襲

て
き
し
ふ

と
聞
く
な
り
耶
蘇
を
信
ず
る
健
兒

け

ん

じ

等ら

が
ば
ら
ば
ら
と
立
っ

て
街ま

ち

に
跳を

ど

り
出
で
應
戰

お
う
せ
ん

し
た
も
の
で
す
。
大
江
義
塾
の
德
富
は
以
前
ク
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ロ
ガ
ネ
カ
ヅ
ラ
の
握に

ぎ

り
太ぶ

と

の
ス
テ
ツ
キ
を
も
つ
て
歩
い
て
居
ま
し
た

が
、
熊
本
英
學
校
の
海
老
名
は
石
突

い
し
づ
き

の
は
ま
つ
た
鎗や

り

の
柄え

を
ス
テ
ツ
キ

代
り
に
打
ふ
つ
て
熊
本
を
歩
い
て
居
ま
し
た

（17

）

。」 

 

旧
学
校
党
と
坪
井
実
学
党
が
連
合
し
た
国
権
党
・
紫
溟
会
系
の
済
々

黌
と
、
民
権
派
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
主
義
へ
と
発
展
し
た
熊
本
英
学
校
と

が
、
い
か
に
不
倶

ふ

ぐ

戴
天

た
い
て
ん

の
敵

か
た
き

と
し
て
熊
本
の
地
で
対
立
し
て
い
た
か
が

如
実
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。 

 

海
老
名
弾
正
は
明
治
二
三
年
九
月
の
『
熊
本
教
育
月
報
』
21
号
で
熊

本
英
学
校
の
教
育
法
に
つ
い
て
述
べ
る
中
で
、「
世
の
中
に
は
保
守
だ
、

改
進
だ
、
官
権
だ
、
民
権
だ
、
国
家
主
義
だ
、
個
人
主
義
だ
、
何
だ
か

だ
と
蝶
々
し
て
、
教
育
社
会
に
ま
で
進
入
し
、
教
育
家
も
知
ら
ず
覚
へ

ず
、
時
に
諂

へ
つ
ら

ひ
世
間
に
阿

お
も
ね

り
て
、
人
を
教
育
し
居
る
こ
と
を
忘
却
す

る
こ
と
少
な
か
ら
ず

（1
8

）

」
と
評
し
た
う
え
で
、「
抑

そ
も
そ

も
本
校
に
て
は
、
先

づ
人
を
教
育
し
、
人
を
養
成
す
る
と
云
ふ
精
神
を
第
一
と
致
し
ま
す
。

…
…
天
地
の
間
に
生
活
す
る
人
間
を
教
育
し
養
成
す
る
と
云
ふ
こ
と

を
主
眼
と
し
ま
す

（1
8

）

」
と
力
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
人
間
を
教
育

し
養
成
す
る
」
柱
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
精
神
で
あ
っ
た
。
明
治
二
五

年
八
月
の
「
教
科
の
要
領

（1
4

）

」
の
「
修
身
」
に
は
、
「
…
基
督
教
倫
理
の

大
則
に
基
き
、
古
今
東
西
聖
哲
の
教
訓
に
拠
り
、
人
の
徳
性
を
円
満
に

啓
発
訓
育
せ
ん
こ
と
を
主
旨
と
し
、
義
に
勇
み
、
節
を
重
ん
じ
、
公
共

に
尽
し
、
職
分
に
忠
な
る
の
精
神
を
鍛
錬
し
、
正
に
自
治
、
自
修
の
気

象
を
奨
励
力
行
せ
し
め
、
以
て
独
立
、
謹
厳
、
真
摯
、
忠
良
等
の
資
性

を
涵
養
せ
ん
こ
と
を
期
す
。
教
師
は
毎
朝
三
十
分
宛
徳
育
上
の
講
演
を

為
し
、
生
徒
間
に
於
て
毎
月
二
回
講
習
の
催
し
あ
り
て
切
磋
磨
励
を
怠

ら
ず
」
と
あ
る
。 

 

福
田
令
寿
氏
は
、「
校
風
と
い
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
や
は
り
剛
毅

ご

う

き

木
訥

ぼ
く
と
つ

と
い
う
こ
と
で
し
た
ろ
う
な
。
そ
れ
と
や
は
り
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
教
育
を
や
る
た
て
ま
え
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
か

ら
、
人
間
形
成
と
い
う
こ
と
が
教
育
の
主
眼
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
ね

（19

）

」

と
回
想
し
て
い
る
。
し
か
し
授
業
に
よ
る
具
体
的
な
宗
教
教
育
は
行
わ

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
と
は
い
っ
て
も
、
英
学
校
で
は
、
い
わ

ゆ
る
宗
教
教
育
と
い
う
の
は
や
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
聖
書
の
講
義
も

ご
ざ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
宗
教
と
い
う
も
の
は
、
学
科
と
し
て
教
え
る

べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
、
と
考
え
て
お
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
自
発

的
に
学
ぼ
う
と
い
う
人
を
、
指
導
す
る
の
は
結
構
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
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っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
ク
ラ
ス
を
つ
く
り
、
時
間

割
り
を
組
ん
で
、
宗
教
の
講
義
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
く
ご
ざ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
と
は
、
大
変
こ
と
変

わ
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
す
。
／
し
か
し
、
毎
朝
、
授
業
の
始
ま
る
前
に
、

三
十
分
間
、
〝
修
身
〟
と
い
っ
て
朝
礼
の
よ
う
な
の
を
や
っ
て
お
っ
て
、

そ
の
中
で
は
、
み
ん
な
一
緒
に
賛
美
歌
を
歌
い
、
聖
書
を
読
み
、
祈
祷

を
さ
さ
げ
て
お
り
ま
し
た
。
み
ん
な
一
緒
と
い
っ
て
も
、
強
制
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
る
生
徒
な
ど
は
、
先
生
が
涙
を
流
し
て

祈
祷
す
る
の
を
、
冷
笑
し
て
見
て
お
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
、
自
分
で
明
記
し
て
い
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。
／
そ

の
祈
祷
の
あ
と
で
、
校
長
や
教
師
、
あ
る
い
は
生
徒
の
年
長
者
な
ど
が
、

簡
単
な
所
感
を
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
必
ず
し

も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
話
と
限
定
さ
れ
て
お
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
／
そ
れ
か
ら
、
寄
宿
舎
で
は
毎
週
一
回
、
修
養
会
と
い
う
の

を
や
っ
て
、
各
自
が
感
じ
た
こ
と
を
語
り
合
っ
て
お
り
ま
し
た
。
〝
感

話
〟
と
い
っ
て
お
り
ま
し
た
ね

（2
0

）

。
」 

 

熊
本
英
学
校
で
は
学
科
と
し
て
の
聖
書
の
講
義
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
毎
朝
の
朝
礼
や
修
養
会
も
行
わ
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

学
校
と
し
て
宗
教
教
育
の
内
実
を
十
分
に
持
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ

い
。
そ
の
た
め
、「
大
多
数
の
生
徒
た
ち
は
、
日
曜
日
に
は
必
ず
教
会
へ

行
っ
て
お
り

（20

）

」、「
ほ
と
ん
ど
九
〇
㌫
は
行
っ
て
い
た

（20

）

」
と
い
う
。「
同

級
生
の
中
に
は
、
早
く
か
ら
信
仰
に
は
い
り
、
矢
も
タ
テ
も
た
ま
ら
ぬ

熱
心
さ
で
、
教
会
へ
行
く
人
も

（20

）

」
い
て
、
結
局
、
福
田
を
除
い
た
同
級

生
十
数
人
は
、
み
ん
な
同
志
社
の
神
学
部
へ
進
ん
だ
と
い
う
。
同
級
生

の
中
で
は
一
番
最
後
で
は
あ
っ
た
が
、
福
田
も
明
治
二
四
年
一
月
一
九

日
（
一
八
歳
）、
草
葉
町

教
会
で
Ｏ
・
Ｈ
・
ギ
ュ
リ

キ
宣
教
師
か
ら
洗
礼
を

受
け
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
熊
本
英
学
校
卒
業

後
、
明
治
二
六
年
三
月

（
二
〇
歳
）
エ
ジ
ン
バ

ラ
大
学
医
学
部
へ
進
学

す
る
た
め
イ
ギ
リ
ス
に

渡
っ
た
。 

 

渡
瀨
常
吉
は
昭
和
一
三
年
に
『
海
老
名
弾
正
先
生
』
を
上
梓
し
て
い
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る
が
、
そ
の
「
二 

熊
本
に
於
け
る
先
生

（21

）

」
の
終
り
に
、
海
老
名
が
築

い
た
熊
本
英
学
校
の
行
く
末
に
つ
い
て
こ
う
記
し
て
い
る
。 

 

「
此
の
如
く
に
し
て
海
老
名
先
生
の
傳
道
は
、
教
會
と
男
女
の
學
校

を
左
右
に
し
、
九
州
の
青
年
男
女
を
渇
仰
せ
し
め
た
。
此
の
時
代
も
永

く
は
な
か
つ
た
が
、
併
し
男
學
校
は
、
今
は
九
州
學
院

、
、
、
、
が
、
其
の
形
式

上
の
後
繼
者
と
な
つ
て
育
英
の
業
に
邁
進
し
て
居
り
、
女
子
の
方
も
多

少
の
盛
衰
は
あ
つ
た
が
、
今
は
大
江
高
等
女
學
校
と
な
り
、
竹
崎
八
十

雄
（
注
・
第
七
代
校
長
）
が
校
長
と
し
て
教
脈
を
維
持
し
、
愈
々
隆
盛

に
赴
き
つ
ゝ
あ
る
。（
傍
点
・
筆
者
藤
本
）」 

 

熊
本
英
学
校
の
幹
事
で
あ
っ
た
渡
瀨
か
ら
見
る
と
、
熊
本
英
学
校
址

の
近
隣
に
創
設
さ
れ
て
以
来
発
展
を
続
け
、
優
れ
た
人
材
を
輩
出
し
て

い
た
九
州
学
院
は
、
正
に
熊
本
英

学
校
の
後
を
継
ぐ
男
子
の
キ
リ

ス
ト
教
主
義
学
校
と
し
て
映
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
二

〇
一
一
（
平
成
二
二
）
年
、
九
州

学
院
は
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。

竹
崎
順
子
が
熊
本
英
学
校
付
属

女
学
校
と
し
て
創
立
し
、
海
老
名

や
蔵
原
惟
郭
、
福
田
令
寿
な
ど
が

校
長
を
歴
任
し
た
大
江
高
等
女

学
校
は
、
熊
本
フ
ェ
イ
ス
学
院
高

等
学
校
と
し
て
命
脈
を
保
っ
て

い
た
が
、
同
年
三
月
そ
の
一
二
三

年
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
つ
こ

と
と
な
っ
た
。 

 

一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
一

〇
月
、
初
代
校
長
・
海
老
名
弾
正

は
熊
本
を
去
り
、
京
都
に
出
て

日
本
伝
道
会
社
（
組
合
教
会
伝

道
部
の
前
身
）
社
長
と
な
り
、
全

国
伝
道
に
従
事
し
た

（22

）

。
海
老
名

の
後
任
者
が
決
ま
る
ま
で
校
長

代
理
を
務
め
た
の
は
柏
木
義
円

で
（23

）

あ
っ
た
。
柏
木
が
同
志
社
予

備
校
か
ら
着
任
し
た
明
治
二
三
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年
一
〇
月
、
教
育
勅
語
（
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語

（24

）

」）
が
三
〇
日
に
発
布

さ
れ
、
三
一
日
に
文
部
省
は
、
教
育
勅
語
の
謄
本
を
全
国
の
学
校
に
頒

布
し
て
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
る
よ
う
に
と
訓
令
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

（
ふ
じ
も
と 
ま
こ
と╲

九
州
学
院
一
〇
〇
周
年
記
念
歴
史
資
料
・

情
報
セ
ン
タ
ー
長
） 

 

〔
注
〕 

（
１
）
森
田
誠
一
・
花
立
三
郎
・
猪
飼
隆
明
『
熊
本
県
の
百
年
・
県
民

100
年
史
43
』
（
一
九
八
五
年
二
月
二
〇
日
発
行
、
山
川
出
版
）

「
熊
本
国
権
党
の
成
立
」
九
九
頁
。 

（
２
）『
新
熊
本
市
史 

資
料
編 

第
六
巻 

近
代Ⅰ
』（
一
九
九
七
年

三
月
三
〇
日
発
行
、
熊
本
市
）
八
七
八
～
八
八
二
頁
。 

（
３
）
田
中
啓
介
編
『
熊
本
英
学
史
』（
昭
和
六
〇
年
九
月
二
五
日
発
行
、

本
邦
書
籍
）
花
立
三
郎
「
第
三
部
・
第
一
章
・
第
二
節 
県
立

熊
本
中
学
校
の
英
語
教
育
」
一
七
五
頁
。 

（
４
）
『
熊
本
県
教
育
史 

中
巻
』
（
昭
和
六
年
一
一
月
一
〇
日
発
行
、

熊
本
県
教
育
会
）
二
六
五
～
二
六
九
頁
。 

（
５
）
『
熊
本
県
教
育
史 

上
巻
』
（
昭
和
六
年
一
一
月
一
〇
日
発
行
、

熊
本
県
教
育
会
）
六
五
五
～
六
五
七
頁
。
な
お
採
用
さ
れ
て
い

た
教
科
用
図
書
表
が
、
六
五
七
～
六
六
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 

（
６
）
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
学
制
百
年
史 

資
料
編
」
よ
り
。 

（
７
）（
３
）
の
一
八
二
～
一
八
五
頁
。 

（
８
）（
一
八
七
三
（
明
治
六
）
～
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
）
熊
本

県
下
益
城
郡
松
橋
町
豊
福
生
ま
れ
。
熊
本
英
学
校
を
卒お

え
、、
草

葉
町
教
会
で
Ｏ
・
Ｈ
・
ギ
ュ
ー
リ
キ
（O.H.Gulic

）
師
よ
り
受

洗
、
組
合
教
会
員
。
イ
ギ
リ
ス
・
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
医
学
部
卒
。

熊
本
女
学
校
校
長
、
熊
本
医
専
教
授
、
五
高
講
師
、
県
医
師
会

会
長
、
県
教
育
委
員
長
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
熊
本
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
理
事
長
、
県
原
水
禁
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
県
近
代
文

化
功
労
者
、
熊
本
市
名
誉
市
民
。
氏
は
九
州
学
院
長
・
遠
山
参

良
と
と
も
に
「
紫
苑
会
治
療
所
」（
明
治
四
一
年
七
月
設
立
）
に

献
身
し
、
九
州
学
院
の
創
設
に
も
寄
与
し
た
。
ま
た
理
事
と
し

て
も
九
州
学
院
の
運
営
に
関
わ
り
、
昭
和
三
八
年
四
月
～
昭
和

四
〇
年
三
月
に
理
事
長
を
務
め
た
。 

      

「
福
田
の
背
後
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
た
の
は
、
熊
本
英
学
校
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時
代
に
海
老
名
弾
正
校
長
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
に
基
づ
く
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
精
神
だ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

書
を
求
め
ら
れ
る
と
横
井
小
楠
が
お
い
の
渡
米
に
際
し
贈
っ

た
詩
の
『
何
ゾ
富
国
ニ
止
マ
ラ
ン 

何
ゾ
強
兵
ニ
止
マ
ラ
ン 

大
義
ヲ
四
海
ニ
布
カ
ン
ノ
ミ
』
を
書
い
た
。」（『
新
熊
本
史 

通

史
編 

第
八
巻 
現
代Ⅰ

』
平
成
九
年
三
月
三
〇
日
発
行
、
熊

本
市
） 

（
９
）
熊
本
日
日
新
聞
社
編
『
百
年
史
の
証
言 

福
田
令
寿
氏
と
語
る
』

（
一
九
七
一
年
六
月
二
五
日
発
行
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版

部
）
。
こ
れ
は
熊
本
日
日
新
聞
社
が
「
昭
和
四
十
三
、
四
年
に
明

治
百
年
企
画
の
一
つ
と
し
て
新
聞
紙
上
に
連
載
し
た
福
田
氏

の
聞
き
書
き
」（
序
）
を
、
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版
部
が
上
梓

し
た
書
。
熊
本
日
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
四
三
年

六
月
一
三
日
か
ら
翌
年
三
月
二
六
日
に
か
け
、
二
百
一
一
回
に

わ
た
っ
た
が
、
当
時
福
田
氏
は
九
五
～
六
歳
で
あ
っ
た
。 

（
10
）
（
生
年
不
詳
～
一
九
二
四
年
七
月
）
日
本
組
合
基
督
教
会
伝
道

師
、
教
員
。
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
一
二
月
新
島
襄
か
ら
受

洗
。
八
一
（
明
治
一
四
）
年
同
志
社
普
通
科
英
学
校
本
科
卒
、

八
四
（
明
治
一
七
）
年
神
学
校
英
学
校
余
科
卒
。
そ
の
後
、
愛

媛
県
小
松
教
会
伝
道
師
、
今
治
教
会
仮
牧
師
、
熊
本
草
葉
町
教

会
主
任
伝
道
師
、
福
岡
警
固
教
会
牧
師
な
ど
歴
任
。
九
二
（
明

治
二
五
）
年
ハ
ワ
イ
に
渡
り
、
ホ
ノ
ル
ル
・
ヒ
ロ
教
会
で
日
本

人
移
民
に
伝
道
。
九
九
（
明
治
三
二
）
年
帰
国
後
は
実
業
界
に

入
り
、
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
以
降
は
京
都
第
一
商
業
学

校
教
諭
と
し
て
英
語
教
育
に
従
事
。（『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史

大
事
典
』
一
九
八
八
年
二
月
二
〇
日
刊
行
、
教
文
館
よ
り
）
な

お
、
亀
太
郎
は
奥
太
一
郎
の
兄
に
当
る
。 

奥
太
一
郎
は
夏
目
漱
石
の
斡
旋
で
第
五
高
等
学
校
英
語
科
教

員
と
な
り
、
小
天
・
日
奈
久
・
耶
馬
溪
旅
行
に
も
同
行
し
親
交

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
活
水
女
学
校
教
頭
を
経
て
、
遠
山
参
良
院

長
の
誘
い
で
九
州
学
院
に
赴
任
、
九
州
学
院
教
会
の
会
員
に
も

な
っ
た
。
三
年
後
、
日
本
女
子
大
学
教
授
と
し
て
東
京
に
赴
任

し
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
東
京
教
会
会
員
と
な
り
、
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
一
〇
月
五
九
歳
で
召
天
し
た
。 

（
11
）（
一
八
六
一
～
一
九
〇
三
年
）
芦
北
郡
津
奈
木
村
の
生
ま
れ
で
、

徳
富
蘇
峰
の
従
兄
。
熊
本
英
学
校
、
慶
応
義
塾
、
ア
メ
リ
カ
人
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宣
教
師
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
の
家
塾
で
学
び
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
。

明
治
一
二
年
帰
郷
後
、
徳
富
蘇
峰
と
民
権
運
動
に
身
を
投
じ
、

大
江
義
塾
開
校
に
尽
力
。
民
権
派
の
『
熊
本
新
聞
』
の
主
筆
と

し
て
も
活
躍
。
明
治
二
〇
年
熊
本
英
語
学
会
を
興
し
た
が
、
過

労
の
た
め
病
臥
し
、
キ
リ
ス
ト
教
文
学
と
し
て
当
時
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
『
逆
境
の
恩
寵
』
を
書
き
残
し
た
。（『
熊
本
英

学
史
』
前
出
、
二
一
五
～
二
一
六
頁
。） 

（
12
）『
熊
本
英
学
史
』（
前
出
）・
上
河
一
之
「
第
三
部 

第
三
章 

熊

本
英
学
校
」
二
一
七
頁
。 

（
13
）
（
４
）
の
二
九
八
頁
、
三
二
四
頁
。 

（
14
）（
２
）
の
「
熊
本
英
学
校
及
び
熊
本
女
学
校
」（
明
治
25
・
8
）

八
八
三
～
八
八
七
頁
。 

（
15
）
（
９
）
の
三
三
～
四
四
頁
。 

（
16
）
筆
者
・
蘆
花
が
自
分
自
身
を
「
謹
慎
中
の
徳
富
健
次
郎
」
と
慙
愧

ざ

ん

き

の
念
を
込
め
て
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
健
次
郎
の
恋
愛
事
件

と
失
踪
に
よ
っ
て
当
時
謹
慎
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
て
い

る
。 健

次
郎
は
明
治
一
五
年
（
一
五
歳
）、
兄
・
猪
一
郎
（
蘇
峰
）

が
開
い
た
大
江
義
塾
に
入
学
後
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
傾
き
、
一

八
年
に
は
一
家
と
と
も
に
受
洗
。
従
兄
弟
・
横
井
時
雄
（
小
楠

の
遺
児
）
が
牧
会
を
し
て
い
た
今
治
教
会
の
あ
る
今
治
町
に
移

っ
た
。
翌
一
九
年
六
月
（
一
九
歳
）
同
志
社
に
再
入
学
す
る
と
、

ま
も
な
く
山
本
久
栄
（
「
茶
色
の
目
」
）
と
恋
に
落
ち
、
二
〇
年

（
二
〇
歳
）
失
恋
後
、
一
二
月
に
は
死
を
決
し
同
志
社
を
退
学
、

鹿
児
島
へ
失
踪
し
た
。
そ
の
後
二
一
年
二
月
に
鹿
児
島
か
ら
連

れ
戻
さ
れ
謹
慎
中
で
あ
っ
た
が
、
海
老
名
弾
正
の
計
ら
い
に
よ

り
熊
本
英
学
校
で
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

中
野
好
夫
は
『
蘆
花
徳
富
健
次
郎
』〔
第
一
部
〕（
昭
和
四
七

年
三
月
二
五
日
発
行
、
筑
摩
書
房
）
で
、「
だ
が
、
遠
く
南
九
州
、

鹿
児
島
の
果
に
ま
で
荒
亡
流
離
の
旅
を
つ
づ
け
て
い
た
彼
に

と
っ
て
、
三
た
び
す
る
故
郷
熊
本
で
の
生
活
は
、
お
よ
そ
春
に

は
遠
い
、
生
け
る
屍
の
思
い
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
幸
い
に
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
『
愛
の
人
』、
竹
崎
順
子
伯
母
の
温
い
保
護
に
め

ぐ
り
あ
っ
て
、
郊
外
高
野
辺
田
に
お
け
る
竹
崎
家
で
の
生
活
が

は
じ
ま
る
こ
と
に
な
り
、
つ
づ
い
て
ま
も
な
く
、
い
ず
れ
後
で

も
詳
述
す
る
が
、
前
年
二
十
年
の
秋
、
ふ
た
た
び
熊
本
キ
リ
ス
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ト
教
界
を
興
す
た
め
に
西
下
し
て
い
た
海
老
名
弾
正
の
許
に

寄
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
皮
肉
に
も
こ
の
二
月
に
は
、

『
生
け
る
屍
』
の
健
次
郎
が
、
こ
と
も
あ
る
に
人
の
子
を
教
え

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
」
（
一
七

九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。 

（
17
）
徳
富
健
次
郎
『
竹
崎
順
子
』（
大
正
一
二
年
四
月
二
一
日
発
行
、

福
永
書
店
）
三
三
三
～
三
三
四
頁
。（「
遠
山
参
良
先
生
蔵
書
遺

本
」
の
初
版
本
か
ら
の
引
用
。） 

（
18
）
（
8
）
の
八
八
七
～
八
九
〇
頁
。 

（
19
）
（
９
）
の
四
五
頁
。 

（
20
）
（
９
）
の
六
七
頁
。 

（
21
）
渡
瀨
常
吉
『
海
老
名
弾
正
先
生
』（
昭
和
一
三
年
一
二
月
二
五

日
発
行
、
龍
吟
社
）
第
十
章
二
、
一
七
八
～
一
八
四
頁
。 

（
22
）
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
・
日
本

プ
ロ
テ
ィ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
ノ
一
源
流
と
展
開
』
（
昭
和
四
〇

年
八
月
一
五
日
発
行
、
み
す
ず
書
房
）
の
土
肥
昭
夫
「
海
老
名

弾
正
の
神
学
思
想
―
思
想
史
の
一
精
神
―
」
二
八
一
頁
。 

（
23
）
（
一
八
六
〇
～
一
九
三
八
年
）
新
潟
県
出
身
。
新
潟
師
範
学
校

か
ら
東
京
師
範
学
校
卒
業
後
、
小
学
校
教
師
を
経
て
京
都
同
志

社
英
学
校
で
学
び
、
新
島
襄
か
ら
精
神
的
影
響
を
受
け
た
。
卒

業
後
は
同
志
社
予
備
校
主
任
を
経
て
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
一
〇
月
か
ら
一
年
四
カ
月
熊
本
英
学
校
校
長
代
理
を
務
め

た
。
同
志
社
予
備
校
主
任
に
復
帰
し
た
後
は
、『
同
志
社
文
学
』

誌
上
で
教
育
宗
教
衝
突
論
争
に
参
加
し
、
井
上
哲
次
郎
所
論
を

厳
し
く
批
判
。
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
同
志
社
を
去
っ
た
後
は
、

群
馬
県
安
中
教
会
の
牧
師
と
し
て
、
生
涯
を
牧
会
と
キ
リ
ス
ト

教
布
教
に
献
身
。
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
観
に
基
づ
い
て
積
極
的

に
論
陣
を
張
っ
た
。（
（
３
）
の
上
河
一
之
「
第
三
部
、
第
三
章
、

第
四
節 

柏
木
義
円
の
批
判
精
神
」
二
四
八
～
二
四
九
頁
よ

り
。） 

（
24
）
教
育
勅
語
は
、
熊
本
の
時
習
館
出
身
で
大
日
本
帝
国
憲
法
起
草

者
、
法
制
局
長
・
井
上
毅

こ
わ
し

が
、
同
じ
く
時
習
館
、
肥
後
実
学
党

出
身
の
枢
密
顧
問
官
・
元
田
永
孚

な
が
ざ
ね

と
と
も
に
起
草
し
た
。
山
住

正
己
『
日
本
教
育
小
史
』（
一
九
八
七
年
一
月
二
〇
日
発
行
、
岩

波
新
書
）・「
教
育
勅
語
の
起
草
」
に
は
、
そ
の
経
緯
が
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
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「
山
県
は
、
文
相
榎
本
武
揚
が
徳
育
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い

と
み
て
と
り
、
九
〇
年
五
月
、
子
飼
い
の
内
務
次
官
芳
川
顕
正

を
文
相
に
す
え
、
そ
の
芳
川
に
天
皇
が
勅
諭
作
成
を
命
ず
る
の

で
あ
る
。
文
相
の
命
に
よ
り
最
初
の
勅
語
案
を
作
成
し
た
の
は

中
村
正
直
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
案
は
、
忠
孝
の
根
源
が
天
に

あ
り
と
す
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
的
色
彩
が
強
か
っ
た
。
中
村

は
個
人
の
完
成
を
何
よ
り
も
重
視
し
、『
敬
天
敬
神
』
こ
そ
教
育

の
根
源
と
考
え
て
い
た
人
で
あ
り
、
も
と
も
と
勅
語
原
案
作
成

者
と
し
て
は
不
適
任
で
あ
っ
た
。 

中
村
案
を
批
判
し
た
の
は
、
法
制
局
長
官
井
上
毅
で
あ
る
。

井
上
は
六
月
二
〇
日
付
山
県
宛
書
簡
で
中
村
案
に
つ
い
て
、
宗

教
上
・
哲
学
上
の
論
争
を
ま
き
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
語
や
、

政
治
上
の
一
つ
の
傾
向
（
「
臭
味
」
）
を
示
す
語
、
さ
ら
に
漢
学

や
洋
学
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
表
現
は
避
け
る
べ
き
だ
と
批
判
し
、

教
育
に
関
す
る
勅
語
の
場
合
、
君
主
が
宗
教
・
哲
学
の
教
義
を

述
べ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
政
治
上
の
命
令
や
軍
事
上
の
軍

令
と
も
ち
が
い
、
君
主
の
著
作
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言

し
た
。
彼
は
勅
語
作
成
は
困
難
な
事
業
で
あ
り
、
そ
の
難
し
さ

は
、
十
二
楼
台
（
当
時
、
浅
草
に
十
二
階
建
の
塔
が
建
築
中
で

あ
っ
た
）
を
建
て
る
難
し
さ
以
上
で
あ
る
と
み
て
い
た
。 

中
村
案
を
批
判
し
た
井
上
は
、
自
ら
勅
語
原
案
を
書
き
下
す
。

そ
れ
は
教
学
聖
旨
に
見
ら
れ
た
儒
教
主
義
と
は
違
い
、
儒
教
の

徳
目
を
若
干
利
用
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
教
育
の
根
本
は
、『
皇

祖
皇
宗
ノ
遺
訓
』
に
あ
る
と
し
て
い
た
。
原
案
に
対
し
意
見
を

述
べ
、
勅
語
完
成
に
向
け
て
協
力
し
た
の
は
、
元
田
永
孚
で
あ

る
。
彼
ら
の
尽
力
に
よ
り
、
教
育
勅
語
は
完
成
し
、
明
治
天
皇

の
承
認
を
得
て
、
一
〇
月
三
〇
日
に
発
布
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ

の
直
前
一
〇
月
七
日
に
、
小
学
校
令
が
全
面
的
に
修
正
、
告
示

さ
れ
た
。」 

 
 

 
 

教
育
勅
語
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
『
新
・
熊
本
の
歴
史 

６
』・
近
代
（
上
）（
昭
和
五
五
年
八
月
二
八
日
発
行
、
熊
本
日

日
新
聞
社
）
の
上
河
一
之
「
熊
本
と
教
育
勅
語
」
二
一
二
～
二

二
〇
頁
参
照
。 

 
 

 
 

元
田
永
孚
と
井
上
毅
に
つ
い
て
は
、（
４
）
の
「
肥
後
教
育
大

家
略
傳
」・「
１
元
田
永
孚
」、「
２
井
上
毅
」
二
～
二
〇
頁
参
照
。 
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※
挿
入
写
真
３
～
５
、
７
、
９
～
11
は
、
熊
本
日
日
新
聞
社
編
『
百
年 

史
の
証
言 

福
田
令
寿
氏
と
語
る
』（
一
九
七
一
年
六
月
二
五
日
発
行
、

日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版
部
）
よ
り
掲
載
。
掲
載
許
可
は
福
田
稠
氏

（
福
田
病
院
理
事
長
、
九
州
学
院
理
事
長
）
か
ら
得
た
も
の
。
１
は

W
i
k
i
p
e
d
ia

よ
り
、
２
は
筆
者
撮
影
、
６
、
８
は
国
立
国
会
図
書
館
：

近
代
日
本
人
の
肖
像
よ
り
転
用
し
た
も
の
。 

 

  


